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業績予想の修正に関するお知らせ 

 

 最近の業績の動向を踏まえ、平成 18 年 5 月 18 日の中間決算発表時に公表した平成 18 年９月

期（平成 17年 10 月１日～平成 18 年９月 30 日）の業績予想を下記のとおり修正いたしましたの

でお知らせいたします。 

 

記 

 

１． 当期連結業績予想数値の修正（平成 17 年 10 月 1 日～平成 18年 9 月 30 日） 

 売上高 経常利益 当期純利益 

前回発表予想（A） 10,236 △378 △452

今回修正予想（B） 8,890 △500 △500

増減額（B－A） △1,346 △122 △48

増減率（％） △13.1 － －

（ご参考） 

前期実績（平成 17 年 9 月期） 8,006 △110 △155

 

 

２． 当期単体業績予想数値の修正（平成 17 年 10 月 1 日～平成 18年 9 月 30 日） 

 売上高 経常利益 当期純利益 

前回発表予想（A） 10,201 151 79

今回修正予想（B） 8,860 20 4

増減額（B－A） △1,341 △131 △75

増減率（％） △13.1 △86.8 △94.9

（ご参考） 

前期実績（平成 17 年 9 月期） 8,006 71 26

 
 



 

３． 修正の理由 

当期の単体及び連結の売上高につきましては、主力製品であるテレビキャプチャーボード

の販売台数が計画値を下回る見通しとなり、その結果、前期比 10％程度の増収となるものの、

中間決算発表時に公表した売上高予想を下回る見通しとなりました。 

当期におけるテレビキャプチャーボードの販売台数計画は、今年６月のサッカーＷ杯と 9

月に発売される秋冬モデルパソコンに大きな需要を見込んでおりました。しかしながら、サ

ッカーＷ杯商戦では薄型テレビや DVD レコーダーに消費がシフトしたこと、また、秋冬モデ

ルについては、来年初めに予定されている米マイクロソフト社の基本ソフト（ＯＳ）「ウィ

ンドウズ・ビスタ」の発売による買い控え機運が出始めたことから出荷台数が落ち込みまし

た。 

この結果、当期の販売台数は、従来製品であるアナログテレビキャプチャーボード 60 万

台、地上デジタル放送対応のテレビキャプチャーボード 20 万台の計画に対して、それぞれ

50 万台弱、20 万台弱となり、デジタルテレビキャプチャーボードは概ね好調であったもの

の、アナログテレビキャプチャーボードの出荷が予想を下回る見通しとなりました。 

 

利益面につきましては、単体では、売上高の計画未達による利益の減少により期首に公表

した利益金額を下回る見通しとなりました。また、連結では、今年 1月に連結子会社化した

株式会社シンセシスと、株式会社 RfStream（現在は持分法適用関連会社）の開発費が増加し

たことにより損失が膨らむ見通しであります。 

  

以上のことから、当期における売上高、経常利益及び当期純利益の業績予想を修正するこ

とといたしました。 

 

なお、次期以降につきましては、パソコン市場において新ＯＳ発売による需要の拡大が見

込まれるなか、付加価値の高いデジタルテレビキャプチャーボードの販売拡大とデジタル AV

家電分野での事業拡大、加えて株式会社 RfStream の主力製品であるシリコンチューナーの

販売が本格化する見込みであります。 

来期の見通しの詳細につきましては、決算発表の際にお知らせいたします。 

以上 

 
 
 
（注）上記の予想は現時点で入手可能な情報に基づき判断したものであり、既知・未知のリスクや不確

定な要素などの要因により、実際の業績は記載の見通しとは異なる可能性があります。  

  


